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ソヴェト敢権初期の農業変革の過程は次の3つの蒔期に大別される。（D第1期は，10月箪命瞳：
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後の『土地に関する布告』　（1917．10．26一旧暦）一以下『土地布告2と略称一から翌18年2月の
il土地の社会化に関する基本法3　（1918．1．27一旧謄）一以下『土地社会化法選と略称一を経て，
同年6月の貧農委員会創設に至る時期で，地主の土地の収奪を基本とする時期である。第2期は，
1918年の夏から秋にかけてはじまる特期で，農村内部における階級闘争の激化が進み，農村にお
ける社会主義革命の志向が顕著となり，「戦時共産主義下でのクラークの社会的・経済的地位が
弱化する」（2）時期である。第3期は，1921年春の新経済政築（ネップ）への移行後の時期で，22
年のil　Pシア社会主義連邦ソヴェト共和国土地法典』　（1922．10．30）一以ヘド『土地法典』と略称
一に集約される時期である。
　本稿は，上記第2期における，いわば，農業変革がその社会主義革命の色彩を濃くした蒔期に
発布された『社会主義的土地整理および社会主義農業への移行措置に関する条令違の一以下『社
会主義土地整礫令』と略称一についての若干の考察である。岡条令の成立の背畏，岡条令の内容
にみられる特徴点，同条令と既地布告』，『土地社会イ縫との関遵，戦時共産主義下で同条令の
もつ役割などについて検討してみたい。
　農業史研究の権威であるアカデーミク数ペールシンは，1969年にモスクワで朋かれた『ソ達邦
における社会主義，共産主義建設の歴史に関する』学術会議の報告で，この附会主義土地整理令S
にふれ，　「集団農場への農民大衆の移行の具体的方途を規定するぱあいに重要な意義をもつ」（4＞
ものとみなし，同条令に注目している。とくにペールシンは，同条令の法案作成にあたってのレ
ー ニンの活動を中心に検討を加えている。また，同じ学術会議で，ア・エフ。チムKガが報告
（「ヴェ・イ。レーニンと初期コルホーズ」）を行ない，そのなかでも，1司条令は農業の漸次的
社会主義再編の方途とその奨体的実施形態を規定し，鰯人的土地利用形態から大規模集団的土地
利用形態への移行の必然性を強調している継領的文書であるとし，この文書作成へのレーニンの
積極的参舶についてふれている。（5）いくつかあるソヴェ5経済史概説でも，この条令に関して着
干の記述はある。たとえば，1956年に出たイ。ア・グラトコーフの『ソヴェト経済概説（19ヱ7～
1920）遜では・コルホーズ活動の組織と国家によるその指導の慕本原理が規定されているものと
して，同条令が簡単に取りあげられている⑥など。しかし，ペールシンが前記報告のなかで，
「歴史文献では，まだこの文書についてあまり語られていない」（7）と指摘しているように，岡条
令プロパーの研究は少ない。ただ，1940年にソ連邦潤法入民委員部法律畠版部から出た書物『土
地法遍第3章「ソヴェト土地立法の歴史」のなかでは，この条令の内容がやや詳しくのべられて
いる。（8）ソヴェト以外の，わが国を含めた外国の文献においても問じような状況である。E・H
・ カーの『ボリシェヴィキ革命』では簡単にふれている（9）が，M・ドッブの『1917年以後のソ
ヴェト経済の発展』ではとくに注園されていない。N。ジャースニィの『ソ連邦の社会主義農
業』においては，ソフホーズ形成の項で数行ふれている㈹にとどまる。わが国では，大麟平八
郎著ゼソヴェト農業政策史露のなかで，同条令の性格と意味が大略のべられている。ω）
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　1918年12月11～20日にモスクワの労働会館で囲催された土地部・コンミューン・貧農委員会第
1圏金ロシア大会は，つぎの点において，農業変革の展瀾のなかで大きな意昧をもっていた。す
なわち，第1に，この大会が農村における新しい情勢下で瀾催されたという時期の点であり，第
2に，この大会が従来の農民大会とは異なって，土地部，貧農委員会，コンミューンの各代表の
r結合llからなっている点，つまり大会の構成にみられる特徴である。第3に，大会の活動にみ
られる農業変革の社会主義路線の確定である。
　レーニンはこの大会で演説㈹を行ない，そのなかで10月革命後の情勢の進展を分析し，10月
以後の革命の発展段階は第1段階を終え，今や第2の発展段階に入っていることを指摘している。
すなわち，第1段階は「主として，全農民の共通の敵にたいする勝利，地主にたいする勝利の時
期」であり，古い農奴制的遺産，古い農奴制的搾取の害悪，地主的土地所有と，農民全体にたい
する地主の圧制を一婦するという，対地主闘争への金農民の参加の時期である。tの闘争は，「他
入の労働の搾取によっては生活しないもっとも貧しい勤労農畏を統一し」「また，雇月湧働なし
にはやっていけない農畏のもっとも裕禰な部分，さらにもっとも富裕な部分をも統一した」ので
ある。この闘争が，対地主闘争に終始しているかぎりにおいては，「ブルジョア革命のわくから
出ることができなかった」点をレーニンは指摘している。18年夏におこった反革命分子の反乱と
外国帝国主義干渉により新しい情勢が農村に形成され，もはやr農村は単一のものではなく」な
り，「地主にたいしてひとりの人のようにたたかっていた農村に，2つの陣営が生まれた，一労
働者といっしょに，確固として社会主義の実現へすすみつづけ，地主にたいする闘争から資本に
たいする，貨幣の権力にたいする，偉大な土地改革を富農が利用するtとにたいする闘争へ転じ
た陳営と，より憲裕な農民の陣営とが，それである」。そして，この闘争は「革命をそっくり社会
主義の軌道にうつしかえた」のである。この闘争の指導約申心となった貧農委員会の結成を「ヱ
つの転換点」とみて，レーニンは「深刻で重要な意義をもつ」変革が18年の夏と秋にロシア農村
に：おこったと指嫡している。（13＞
　以上のように，レーニンの大会演説にみられる，大会開催時点の情勢分析は，ソヴェト。mシ
アの農村革命の発展の把握にとってきわめて重大である。大会終了後，12月22日にガプラウグ』
に掲載されたブハーリンの大会論評も，この大会が「農村革命の発展における2つの時期の境界
に立っている」と指摘し，10月の農業革命が，地主権力を一婦し，土地没収を課題とする全農民
的革命であったのにたいして，今や，農村における階級闘争，クラークと貧農の間の闘争の～属
の発展と強化の時期がはじまっており，社会主義的共産主義的農業生塵への移行という旗のもと
に，薪しい事態が進展していると論じている。q4）これは，上認レーニンの分析と同様，その時
点における大会開催の葱義を明らかにしている。
　次に，この大会の構戒の問題であるが，いくつかの資料から以下のことがわかる。大会へは，
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38の諸県，すなわち，ソヴェト・mシアの殆ど全地区から550名の代議員が参加し，このうち決
議権をもつ代議員は457名，共産党員ほ389名であった。（15）レーニンが前記報告の留頭でのべてい
るように，土地部，貧農委員会，コンミューンからなる，金国家的規模で，これら3機関の「結
合」という大会の構成それ麟体が，IO月以後1年余の農業部爾における変革の進展を象徴してい
る。すなわち，土地管理の行政約責任をもつ土地部，プロレタリアート独裁の農村における拠点
ともいうぺき貧農委員会，社会主義農業集団経営のもっとも上位の形態である農業コンミ＝一ン
ー これら3者の「結合」した大会は，國内戦・軍事干渉時における農村変革の薪路線の強化にふ
さわしいものであった。
　この大会では，全ロシア申央執行委員会を代表して，ヤ・エム・スヴェルドmフが挨拶をし，
農業人民委員のエス・ぺ・セレタ㌧が土地政策の諸闘題について報欝し，ヴェ・ぺ・ミリューチ
ンが金国畏経済の基本課題と関連づけて農業の諸課題に関して報告をおこなっている。大会は，
各分科会，すなわち，土地整理分科会，集団経営・ソヴェト経営分科会，農業（農学）分科会，
林業分科会，組織・財政分科会にわかれて討論が行われ，終りの3日間を全員嵐席の総会にあて，
各公科会での報告をきき，審議を行っている。㈹）
　大会の活動は，ブハーリンによれば，　「盛大な演説や意気盛んな革命的決議だけに終ったので
はなく，一連の実賎的革命方策の審議に終った」のであり，「最初から最後まで，事務的な大会
であったあG7）
　大会の審議状況と決議の内容をつぶさに検討することはできないが，大会初日のレーニンの演
説は，審議に一定の方向を与え，決議に大きく反映していると覇断される。
　レーユンの演説は，すでにのべたように，まず第1に，10月以後の農村における変革の進展と
闘争の質的変換についての認識であり，18年夏，秋の段階からの対地主闘争から対資本闘争への
移行の必然に関する分析である。第2は，この段階における申農との同盟強化の開題である。中
農が社会霊義への移行に同意するためには，r理論的認識や煽動的文句によって」ではなく，「実
地に模範的な例」によってそれが可能であること，そして，この「実例と農民の勤労者部分の団
結によって」はじめて中農は説得され，「長期の，漸進酌な説得」があってこそ，「｛主民のプロ
レタリア的，社会霊義的部分の同意，あらゆる戦線で資本との決戦をおこなっている共産主義者
との同意，彼らと中農との同意」が実現できると説いている。そして，第3に，レーニン演説の
中核をなすのは，集団的経営，共同耕作への移行の提需である。σ8）
　レーニンは，戦争がもたらした荒廃から立ちなおるためには，細分した小規模経営から共醐経
営への移行が必然であり，今や，戦争前の古い経営の側度と機構へ復活することは誤まりであり，
「科学と技術にもとつく職業」に農業を変えなければならない，そして，勤労者経営の所有にう
つった農機異・役畜の共同利用を行い，労働と勢働生趨物の節約を通して有利な経営をつくり出
し，労働姥産姓が倍加される，という見逓しを提示した。この集照約共同繕営への移行こそが，
農畏大衆を文化約生活に近づけることができ，　「実際に恒久的な活路は，共岡耕作だけであり，
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いまやソヴェト権力は，漸進的な諸方策によって，系統霞勺に，この共岡耕作をめざしている」と
指摘している。そして，この移行のために，ソヴェト権力はあらゆる援助を与えなければならな
いと主張しているQ（19）
　1の演説をレーニンは，帥シアの勤労農民はいまや，…中略一引月堵…それなくしては勤労
者の解放はありえないもの一共岡耕作，小規模な欄人農経営から共岡耕作への漸進的な，しかし，
たゆみない移行を実現するであろうことを，確信することができる」（2°〉と結んでいる。小農民経
営の存在がなお充分ながく続くであろうことを，ソヴェト・mシアの現実から，熟知していたは
ずのレーニンの大会演説における上記の思想は，戦時共産主義下での施策の表明であると嗣隠に，
社会主義農業改造の一般的理論的提示であったと読みとるべきであろう。
　土地部・貧農委員会・コンミューン大会は，「土地政策の最霊要課題は，農業コンミ＝．・一一ン，
ソヴェト共塵主義的経営，共岡耕作の広汎な組織化を，一貫して，倦まず実行することである」
という，レーニンの思想と合致した決議をしている。
　以上のような土地部・貧農委員会・コンミュ　一一ン金vシア第1回大会を基礎にして，農業人民
委員部は，『社会主義土地整理令」の法案を作成し，1919年2月10βに，金ロシア中央執行委員
会でその大綱が採択され，農業人民委員部，驚法入艮委員部，圏民経済最高会議の代表からなる
委員会（2りにその最終案作成が付託された。レーニンを議長とし，3副絹の期限をもって修正案
を作成し，全ロシア申央執行委員会幹部会の承認をうけることになった。レーニンの第8章にた
いする修正擾案を全面的に取り入れた形で，同条令は，2月14HIz公布された。（22）
　条禽の内容のあらましとその特徴点を，レーニンの第8章修正点を含めて，つぎにみることに
する。
∬
　『社会主義土地整理令』は，金9章138条からなり，革命後の土地法のなかで長大のものであ
る。その構成は次のようである。
　第1章　一般規定（第1条一第6条）
　第2章　いかなるニヒ地が誰に割当られるか（第7条一第10条）
　第3章　土地整理作業の実施順序の確定と作業計颪の作成（第11条一第20条）
　第4章　国家登録および土地利用の算定に閣して（第21条一第28条）
　第5章　ソヴェト経営について（第29条一第46条）
　第6章　ソヴェト経営の内部管理（第47条一第59条）
　第7章　農業生産コンミ＝L　一一ンについて（第60条一第93条）
　第8章　　婁寒岡彩鐸乍につヤ、て　（第94条一一第134条）
　第9章　勤蛍農業合同の奨励と助成について（第135条一第138条）
　以上の構成をもつこの条令の内容は大きく次の5つの観点から整理できると考えられる。1）
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土地国有化の明文化，2）個入的土地利用から社会主義窃9土地利用への移行の志向とその具体的
組織化，3）土地フォンドの整理，4）社会主義経営にたいする援助，5）社会主義経営への移
行のさいの原期篇民主主義原則。
　第1章一般規定において，ロシア社会主義連邦ソヴェト共和圏のすべての土地は，99－一一一の鰯家
フォンドであること，そして，その単～の国家フォンドは，人属委員部とその下部綴織である地
方罐力機関の管鰭下に直接おかれるとうたわれている（第1条，第2条）。（23）これは，他ならぬ土
地国有化の関文化であり，1917年11月26日のf土地布告選と1918年2月19田の謬土地社会化法湛
にみられる土地私有権の永久廃盛とすべての土地の勤労人民への帰属寛言にたいして，土地国有
化をより確定的に表現宣雷したものである。
　f4月テーゼ遜，4月協議会，第6回党大会『経済綱領2で確認されたボリシェヴィキの「土地
国有化」論は，10月革命時当初の地主的土地所有の～掃，封建的遺制の枷からの勤労農鍵の解放，
均等土地利用原期にもとつく勤労入民への土地配分という農民の要求をみたす灘争のなかでは，
荊記のような表現にとどまらざるをえなかった。18年夏，秋の農村における情勢の変化のなかで，
あらためて，土地国有化表現としてここに（ゼ社会主義土地整理令避のなかで）確定化したので
ある。このことは特記されなければならない。
　この条令では，土地利用の形態について，鰯人的土地利用形態から社会主義形態へ移行する必
要がのべられている。この移行は，　「人間による搾取の最終約な廃絶と科学と技術のすべての成
果を応用して社会主義の原理にもとつく農業を組織し，社会主義の精神で勤労大衆を教育し，プ
mレタリァー5と貧農を資本との闘争において結集するため」（24＞であるとしている。そしてこの
目的を達成するためには，　「大規模ソヴェト経営，コンミューン，共岡耕作，その他の親合的土
地利用形態」が「最良の手段」であり，あらゆる形態の佃人的土地利幣は「過渡的な，廃たれつ
つある土地利用である」（25）と規定している（第3条）。
　農業の生産性向上と播種爾積拡大によって最大限の生産物を最小限の労働支出によってうるべ
く，そして共産主義的農業への完全移行のための条件をつくり出し，農業技術の中心となるため
に，ソヴェト経営を翔設する（第4条，第29条），生産と分配における共産主義原理にもとつく経
営を昌的として組織される金入民的共同農業組織の…部として農業生産コンミ・　一一ンを組織する
（第60条）ことがうたわれている。
　このように，土地利用形態の社会主義化を前面に押し出したことは，ゼ土地布告囲，f土地社会
化法』において，模範的，見本的なものとして，これら経営の翔設が提唱されているのに比べて，
きわめて重要な意味をもっている。
　個人的土地利用の社会化をめざす施策は，まず，土地フォンドの全藤的整理をそのll溌とする。
土地部の活動義務として，なによりもまず農業用地の確定があげられる（第5条）。そして，農業
フォンド全面積が土地整理をうけ（第7条），第1順位として，ソヴェト経営およびコンミューン
の必要のために，第2顯位として，勤蛍アルテリおよび組合の必要と共岡耕作のために，第3顯
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位として，個入的土地利粥者の生活手段をうるために，農業土地フォンドが秘いられるよう規定
さ珪LてVる　（第8条）。
　個入的利駕のために配分されるべきでない土地として，ソヴェトおよび公共の文化啓蒙施設（農
業学校，試験農場など）の土地，以前に葬勤労的利用のもとにあった土地で，ソヴェト経営が組
織されているかまたは組織されるはずの土地，以前に非勤労的利粥のもとにあった土地で，組合
約共同経営を組織するために土地部の管理下にある土地，工業，工場企業，交遜路などに使用さ
れている都市の土地，村の土地，温泉地の土地，本条令が効力を発する特点までにまだ佃入的利
絹のために配分されていないすべての土地があげられている（第9条）。そして，その他の土地は，
各地域毎に決められた住民規準の範田内で個人的利用のための配分に無条件に該当しうる（第ユ0
条）となっている。
　このように，公共的。社会主義的土地利用への土地配分の比重の拡大化を打出していることが
特微的である。が，同時に，個人的土地利用に依拠する勤労農民の土地にたいする関心の充足に
も注意を払っている。たとえば，外国軍および白衛軍の占領の結果，従来の非勤労的利用の土地
を農民が利用していないばあい，佃人蛤配分への土地配分の一般的禁止事項からはずしていると
いう例外措躍である（第9条，注）。
　ソヴェト経営および農業コンミューンその他の社会主義経営への国家による支援，奨励策は，
上述の土地整理のさいにみられる，これらセクターへの優先的土地配分に何よりも明瞭に示され
ているが，次の条文からも，その施策を読みとることができる。「農業におけるソヴェト権力の
基本任務，すなわち生産手段の社会化，共同労働，合理的経営の原理にもとつく全農民工業の改
造に立脚して，慶業人民委員部は，農業生産コンミューンにs他の共同経営形態と岡様，金面的
援助と支援をあたえる」（26）（第61条）。第9章は，これら勤労農業合岡（ソフホーズ，コンミm．・一
ン，トーズ）にたいする奨励と助成について扱った章であり，そこでは，　「農業生産コンミュー
ン，共問耕作に移行した組合，勤労アルテリその他の農業合岡にたいし，種子，用具，役畜を調
達し，すべての種類の農学上また文化，技術上の援助を与える」（27＞（第135条）こと，また，経営
の改善に移った農業合岡への，役畜用飼料規準を拡大する（第136条）ことが決められている。ま
た，優秀な合同にたいしては，貸付金交付，農業機械，役畜その他の配分において特典を与える
（第137条），特別に秀れた経営を行い，生産性向上の面で業績をあげたものにたいしては，賞与
を出す（第138条）など，いろいろな手段による助成と奨励をはかっている。
　最後に，民主主義原則の問題であるが，たとえば，ソヴェト経営の運営にあたる役員の選出に
おいても（第48条，第弱条），協同組合化のさいの勤労者の加入においても，民主主義原則がその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
基底をなしている。たとえば，「農業生産コンミューンは，勤労嵩の自発的な結合休である」（2S）
（傍点一引用者）と明詑されているし（第60条），農業コンミューンに働らく専門家および臨蒋作
業員の諸権利についても，　（第76条）民主主義原則が貫ぬかれている。
　すでにふれたように，レーニンは，この条令作成に直接参加したが，とくに条令第8章共岡耕
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作については，原案にたいするレー・＝“ンの評註（提案）が残っている。働第8章は4◎条（第94条
～第134条）から成っているが，原案では42条であり，レーニンはいくつかの簡所で修正意見を
出し，それらは，基本的に条令本文に取り入れられている。たとえば，原案では，共岡耕作への移
行は，集会出庸者の3分の烹以上の多数決で決められるとなっていた（第8章療案第5条）（so）が，
条命では，レーニンの修正意見どおり，2分の1以上の単純多数決とされている。⑳また，共岡
耕作への労働参加を，貨幣支払により第三者を雇う形で代替することを禁止している条項に麗連
して，レーニンは，農繁期などの臨暗作業員の農業労働参加は奨励さるべきだと主張し，（鋤これ
は，条令本文に敢り入れられている（第101条，第102条）。そして，これら作業員にたいする，活
動上の諸権利，労働条件，報賞制についても，それが明記されることになった（第103条，第104
条）。今ひとつの点は，貧農にたいする優遇讃麗，と｝司時にクラ～クにたいする強い態度である。
一一例として，原案第17条で，共岡農具の私的利礪の際の特鋼料金徽収（農業フォンドへ）につい
てふれられていたが，レーニンは，富裕農昆からの徴収は是とするが，貧農からの徴収には疑問
であるとの意見を付している。（33）条令の本文第113条で，レーニンの意菟が活かされ，公共農異
の利胴にあたって，特別料金の徴収はクラークに隈る，貧農は無料であると明記されている。（34）
　『社会主義土地整理令遇は大略以上のような内容と特徴をもっているが，全体としてそれが志
陶するところは，土地国脊化の基礎の上に社会主義農業を農村に確立して行く，そのための全面
的土地整理を行ない，ソフホ～ズを核として，脇岡組合経営（農業コンミューン，アルテリ，ト
ー ズ）を拡大して行き，これら社会主義経営をとりまく欄入農経営を社会空義経営の影響のもと
に（実例によって）社会化の方向へもって行こうとすることであった。しかし，このことは小規
模勤労個人農の経営を全颪的に否定することを意味しなかった。施策の重点を農業の社会甕義化
の方向へ移すことであった。
且｛、
　蹴会憲義土地整理令選が生まれた歴史的諸条件については，すでに，亙でのべたとおりだが，
1G月革命当初の土地法（『土地布告遜，ド土地社会化法2）のなかで，社会主義経営組織化の志向は
どのような形で胚胎し，『社会主義土地整理令湿に継承されたかを，ここではみたい。
　「農民要豊書」をそっくり布告のなかに取り入れた10月革命直後の『土地布告幽において（そ
の「要望書」のなかに）は，果樹囲，プランテーション，苗麟，養樹園，温豊など高度に発展し
牟栽培のおこなわれているものについては，分割されないで，模範経営とされ，その規模と意義
により，国家あるいは共同体の排他豹利ffj　Vuうつされると記されている（第3項）（35）。同じく「要
望書」第4項では，種馬場，富有および私有の種育場と養禽場などはすべて没収され，全人民の
財麓となり，その大きさ規模に旛じて，国家または共嗣体の排他的利用にうつす（第4項）（36）。
また没収された土地の経営粥具もすべて，家畜も農異も同様，国家または共岡体の鉾他的利用に
うつす（第5項）（37）とある。これらは，いずれも，のちのソフホーズ，コルホーズという異体的
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な経営総織をうたってはいないが，社会主義経営継織化の海i芽というべきものである。
　18年はじめの1寧土地社会化法諏は，　『土地布告灘を発展させ，法令的により整備したものであ
る。そこでは，勤労農艮への土地利粥の均等配分の原鋼を前面に押し出しているが，岡時に，見
落としてならないのは，社会主義経営組織化への志向，社会主義経営にたいする援助の方策が盛
り込まれていることである。
　岡法第13条が，農業用地の利絹権の一般的麸本的源泉が，個人の労働であるとうたいながら，
岡縛に，「農業栽培を高めるために（農業模範畜舎または実験農園および模範農園の建設），予備
土地フォンド（もとの修道院所有地，国有地，皇族所有地，御料地，地主所有地）から一定部分
の土地を占有し，国家によって支払われる労働によって，それを耕作することが，ソヴェト権ヵ
の諸機関に委ねられる。この労鋤は労働者管理の一般規則1こ準拠する」（3s）と明記しているのは特
徴的である。
　ペールシンの研究によれば，　ゼ土地祉会化灘を金ロシア中央執行委員会幹部会で審議した際
に，この第13条をめぐって，エス・xル左派とボリシェヴィキの聞で意見の枳違があらわれ，エ
ス・二〔ル左派は，ただ例外的なばあいだけ大規模な国家経営のための土地をあてがうことができ
るという提案をした。これにたいして，ボサシェヴィキは，匡隊が必要とするばあいにはすべて
のばあいに，一般に，ソヴェト経営の創設が可能であると主張し，結局，第13条を除く一般規定
19条が，そこでは採択され，その後，専門の編纂委員会を経てはじめて，第13条は，上記条文の
形で礎案されたのである。この編纂委員会にはレーニンが参加している。（S9）
　『土地社会化灘第11条は，地方および中央ソヴェト権力の土地部が行う土地管理の任務とし
て，勤労農毘への農業朋地の正しい分配と圏欝の最も生塵的な利粥をあげているが，その外に重
要な任務としていくつかのものをあげている。そのなかには，「社会主義経済への移行を冒的と
して，個入農経営の負撫によって，労働の節約および生産物の薗でより有利な集灘的農業経営を
発展させること」㈲がふくまれている。第20条で，社会的，鰯入的必要のために利用されうる土
地が農業経営を隅的として利用されるぱあbとして，農業コンミューン，農業組合，農村協岡体
がクローズ・アップされている点も見逃せないo（41）
　移｛主の隅題を扱った問法第6章の第34条では，社会主義農業のもっとも退速な発展のために，
圏家は，集団経営の計購的。科学的運営にたいして移住者にあらゆる援助を行なう，と注記され
ている。（42）
　第35条でも，　「社会主義をもっとも遜速に達成するためにロシア連邦ソヴェト共和国は，個人
経営よりも勤労コンミ…一ン的，アルテリ的，協圃組合的経営を優遇しながら，共岡耕作にあら
ゆる援助（文化的，物質的援助）をあたえる」（43）とうたっている。
　以上のように，10月革命当初の『土地布告i，『土地社会化法』のなかですでに，社会主義農業
経営組織化の志向がみられ，社会主義経営に，たいする新政権の積極的援助の姿勢が示されている。
これらの側面はll社会主義土地整理令』に継承され，そこで大きな展麗（すなわち従か主への）
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をみせたものとみるべきであろう。
1v
　esシア共産党（ボ）第8回大会（1918年3月18撰一23U）が採択した党綱領は，社会主義建設
を陽的とするものであったが，その綱領の農業分野では，次のような重要任務を第1にかかげて
いる。1）　ソヴェト経営，すなわち大規模社会主義経済を創設すること。2）共同耕作の団体や
組合を支援すること。3）　いかなる所有であれすべての未播種地に国家による播種を行うこと。
4）農作向上のために農学上のすべてのカを圏家が動員すること。5）大規模経営を行うための
完全に自発的な農民の団体としての農業＝ンミューンを支持すること。㈲
　綱領は，小農民経営のなお長期の存続を考慮して，個人農経営の生産性をたかめるための施策
についてものべているが，上記の諸任務は，明らかに，蹴会主義土地整理令灘にみられる農業
の社会主義化という根本原則の全面的確認であり，社会主義農業改造への意欲の表明である。
　この意味からも，冒社会主義土地整理令』は，社会主義農業改造という基本路線のなかで，ひ
とつの大きな法制上のステップであったとみることができる。が岡時に，この条令が，国内戦お
よび外圏からの軍事干渉の時期の，いわゆる戦蒔共産主義敷策の構成部分としての役割を果さん
としたことも事実である。
　戦時共産主義期のもっとも大きな悶題のひとつは食糧調達であった。人民委員会議は，赤軍と
非殿物地区の必要のため穀物の早期調達を目的として，1919年1月11日に『食糧徴発に関する布
制（働を出し，この問題の解決を企図した。因みに食糧徴発策により国家は相当額の穀物を調達
することに成功した。働一方で，都市労働者には，自足手段による食糧確保にあたらせた。1919
年2月ヱ5鰯に人民委員会議はゼ諸施設およびプロレタリアート諸機関によるソヴェト経営の組織
に関する布告譜㈲を公布した。この布告は，国営企業合岡，燗々の大規模国営企業，市ソヴェト，
大規模な労働組合，地方労働組合ソヴェトに，臨時利備の形で非勤労利用地（旧地主地など）や
個人利用に配分が予定されていない土地を手に入れ，自給のために，それらにソヴェト農場を組
織する権利を与えている。これは，附会主義土地整理令書の発令の翌日に出されたもので，明
らかに，同条令を発展さすものであったと考えられる。
　以上われわれは，蹴会主義土地整理令』の成立の背畢とこの条令の基本的特徴点，　澤土地布
告函吐地社会化』との関連，戦蒔共産主義下での役罰についてみてきたが，この条令にもられ
た思想が，実際にどのように経済史のなかで実現したのか，また，戦縛共産主義から新経済政策
（ネップ）への政策転換への過程のなかで，条令がどのような変容をうけ，1922年の『土地法典』
へどの部分において継承されて行ったかという聞題の解明が必要である。これらの問題の解明は，
戦蒔共産主義研究の重要な一部をなし，ソ連邦経済史研究，とくに資本主義から社会主義への移
行の問題として，避けて通ることのできない課題である。それらについては別に論じられなければ
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ならないe
（註）
（1｝ポリャコープは，19エ7－1920年の農業華命史を次のように3区分している。1）1917葬末一1918年春，2）
　　1918年春一1919年春　3）　1919年春一1921年春。このi痔代区分はネップ期までについてであるが，われわ
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